
 
 
1. 図書館で購入している電子ブックについて 
本学で購入している以下のプラットフォームの電子ブックは OPACで検索して利用することができます。 

 EBSCOhosto eBook Collection（NetLibrary）和書・洋書（医学系看護系・英語多読用） 
 Maruzen e-BookLibrary 和書・洋書（英語多読用） 
 KinoDen 和書（学習法・レポートや論文の作成法、教養書） 
 Books@Ovid 洋書（医学看護系） 
 ProQuest Ebook Central （英語多読用、専門書） 
 PAST MASTERS「Dewey: Collected Works (2nd Release)」（1 タイトルのみ） 
 
2. 電子ブックの探し方 
電子ブックは図書館の OPAC から探すことができます。 

 

 
3. 電子ブックの閲覧方法 
 OPAC の詳細画面からアクセスできます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

英語多読用電子ブックの一覧 

全ての電子ブックの一覧 電子ブックにチェック入れ、

キーワード入力して検索 

 

電子ブックへのリンクボタンをクリック 

  
①電子ブック一覧から探す ②電子ブックのみ対象にキーワードで検索 

電子ブックの利用方法について 



 図書館の電子ブックの基本的な使い方 
①学内ネットワークに接続して閲覧する。 
②１冊につき同時アクセス数 1 となるため、他の人が閲覧している間は利用することができない。 
③電子ブックの一部を PDFや HTMLで保存することができる。 
④詳細な機能等は提供するプラットフォームによって異なる。 
 
4. 電子ブックを学外から利用する方法 
①図書館 MyOPACの Seiryo リモートアクセスから利用する。 
                                                                                         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②各プラットフォームで個人のアカウントを作成すると、その ID とパスワードで利用できる. 
※EBSCOhosto eBook Collection、Maruzen e-BookLibrary、KinoDen、ProQuest Ebook Central限
定 
※学内のネットワークから各プラットフォームにアクセスして個人アカウントを作成してください。 
 EBSCOhosto eBook Collection の場合（学内からアクセス） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

MyOPAC にログインして「Seiryo リモート

アクセス」をクリック 

 

「サインイン」をクリックして「アカウントの

新規作成」に進み個人アカウント作成する。 



 Maruzen e-BookLibraryの場合（学内からアクセス） 

 
 
 KinoDenの場合（学内からアクセス） 
※My本棚に登録できるようにすると、インターネットに接続してなくてもアプリを使ってスマホ等で閲覧できるようになります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（学内からアクセス） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「アカウント」をクリックして

「ユーザ認証アカウント」を作成

する。 

 

①「My 本棚へ登録するにはログイ

ンが必要です」をクリック。 

 

②「既存サービスの登録 ID」

か「アカウントの新規作成」

を選択してログインする。 
 

 

③ログイン後、アプリで閲

覧したい電子ブックを「My

本棚」に登録する。 

※スマホやタブレットで利用する際は電子書籍リーダーアプリ

「bREADER Cloud」を使用して閲覧すると便利です。 

 



 ProQuest Ebook Central の場合（学内からアクセス） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5. 国立国会図書館デジタルコレクション 
 国立国会図書館デジタルコレクションのうち図書、古典籍、雑誌、博士論文、約 142万点が図書館内の専用端末
から閲覧・複写することができます。 

 

 

「国立国会図書館／図書館送信限定」のマークが付いているものが対象

 

 

「サインイン」をクリックし

て、アカウントを作成する。 

※全文を読むためには以下のソフトやアプリのインストールが必要です。 

PC：Adobe Digital Editions 

スマホ等：Bluefire Reader（Adobe ID を取得する必要があります） 


